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第37回内閣府障害者政策委員会 開催される

8月7日(月)に中央合同庁舎8号館にて開催された第37回内閣府障害者政策委員会におい

て、障害者基本計画(第4次)案「雇用・就業、経済的自立の支援」「差別の解消、権利擁護

の推進及び虐待の防止」及び「行政等による配慮の充実」の各分野について、主な関係省

庁からの説明の後、施策や成果目標に関する討議が行われた。以下、その各分野の基本的

な方向(案)及び障害者基本計画関連成果目標(案)の概要を報告する。

障害者基本計画(第4次)本文案

各分野における障害者施策の基本的な方向

＜雇用・就業、経済的自立の支援＞

【基本的考え方】

障害者が地域で質の高い自立した生活を営むためには就労が重要であるとの考え方

の下、働く意欲のある障害者がその適性に応じて能力を十分に発揮することができる

よう、一般就労を希望する者に対しては多様な就業の機会を確保するとともに、一般

就労が困難な者に対しては福祉的就労の底上げにより工賃の水準の向上を図るなど、

総合的な支援を推進する。

また、雇用・就業の促進に関する施策との適切な組み合わせの下、年金や諸手当の

支給、経済的負担の軽減等により障害者の経済的自立を支援する。

（１）総合的な就労支援

○ 福祉、教育、医療等から雇用への一層の推進のため、ハローワークや地域障害者職業

センター、障害者就業・生活支援センターを始めとする地域の関係機関が密接に連携し

て、職場実習の推進や雇用前の雇入れ支援から雇用後の職場定着支援までの一貫した支

援を実施する。

○ ハローワークにおいて、障害の種類・程度に応じたきめ細かな職業相談・紹介、職場

適応指導等を実施する。8-(1)-2

○ 障害者雇用への不安を解消するため、トライアル雇用の推進等の取組を通じて、事業
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主の障害者雇用への理解の促進を図る。8-(1)-3

○ 障害者を雇用するための環境整備等に関する各種助成金制度を活用し、障害者を雇用

する企業に対する支援を行う。 あわせて、障害者雇用に関するノウハウの提供等に努め

る。

○ 地域障害者職業センターにおいて、障害者に対する専門的な職業リハビリテーション

を行うとともに、事業主に対して雇用管理に関する助言等の支援を行う。また、障害者

の職場への適応を促進するため、職場適応援助者（ジョブコーチ）による直接的・専門

的な支援を行うとともに、地域の就労支援機関等に対し、職業リハビリテーションサー

ビスに関する技術的な助言・援助等を行い、地域における障害者の就労支援の担い手の

育成と専門性の向上を図る。

○ 障害者の身近な地域において、雇用、保健福祉、教育等の関係機関の連携拠点である

障害者就業・生活支援センターの設置の促進・機能の充実を図り、障害者に対し就業面

及び生活面からの一体的な相談支援を実施する。また、地域の就労支援機関と連携をし

ながら、継続的な職場定着支援を実施する

○ 障害者職業能力開発校における障害の特性に応じた職業訓練、技術革新の進展等に対

応した在職者訓練等を実施するとともに、一般の公共職業能力開発施設において障害者

向けの職業訓練を実施するほか、民間教育訓練機関等の訓練委託先を活用し、障害者の

身近な地域において障害者の態様に応じた多様な委託訓練を実施する。また、障害者の

職業能力の開発・向上の重要性に対する事業主や国民の理解を高めるための啓発に努め

る。

○ 就労移行支援事業所等において、一般就労をより促進するため、積極的な企業での実

習や求職活動の支援（施設外支援）等の推進を図る。

（２）経済的自立の支援

○ 障害者が地域で質の高い自立した生活を営むことができるよう、雇用・就業（自営業

を含む。）の促進に関する施策との適切な組み合わせの下、年金や諸手当を支給すると

ともに、各種の税制上の優遇措置を運用し、経済的自立を支援する。また、受給資格を

有する障害者が、制度への理解が十分でないことにより、障害年金を受け取ることがで

きないことのないよう、制度の周知に取り組む。さらに、年金生活者支援給付金制度の

着実な実施により所得保障の充実を図るとともに、障害者の実態把握に係る調査を引き

続き実施していく中で、所得状況の把握についてはその改善を検討する。

○ 特定障害者に対する特別障害給付金の支給に関する法律（平成16年法律第166号）

に基づき、同法にいう特定障害者に対し、特別障害給付金を支給する。

○ 障害者による国や政府関係法人が所有・管理する施設の利用等に当たり、その必要性

や利用実態を踏まえながら、利用料等に対する割引・減免等の措置を講ずる。

（３）障害者雇用の促進

○ 障害者雇用促進法に基づく障害者雇用率制度を中心に、引き続き、障害者雇用の促進

を図る。平成25(2013)年の障害者雇用促進法の改正により、精神障害者の雇用が義務

化（平成30（2018）年４月施行）されたことも踏まえ、精神障害者の雇用の促進のた

めの取組を充実させる。
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○ 障害者雇用ゼロ企業をはじめ、法定雇用率を達成していない民間企業については、公

共職業安定所（ハローワーク）による指導などを通じ、法定雇用率の達成に向けた取組

を進める。また、国の機関や地方公共団体等に対しては、民間企業に率先垂範して障害

者雇用を進める立場であることを踏まえ、適切に指導等を行う。8-(3)-2

○ 特例子会社制度等を活用し、引き続き、障害者の職域の拡大及び職場環境の整備を図

るとともに、いわゆるダブルカウント制度等により、引き続き、重度障害者の雇用の拡

大を図る。

○ 一般企業等への就職につなげることを目的として、各府省において知的障害者等を非

常勤職員として雇用し、１から３年の業務を経験するチャレンジ雇用を実施する。

○ 都道府県労働局において、使用者による障害者虐待の防止など労働者である障害者の

適切な権利保護のため、個別の相談等への丁寧な対応を行うとともに、関係法令の遵守

に向けた指導等を行う。

○ 都道府県労働局及びハローワークにおいて、雇用分野における障害者に対する差別の

禁止及び合理的配慮の提供に係る相談・通報等があった場合は、必要に応じて指導等を

行うとともに、当事者からの求めに応じ、第三者による調停等の紛争解決援助を行う。

［再掲］

（４）障害特性に応じた就労支援及び多様な就業の機会の確保

○ 精神障害、発達障害等の特性に応じた支援の充実・強化を図る。また、採用後に障害

を有することとなった者についても、円滑な職場復帰や雇用の安定のための施策を講じ

る。

○ 職場内で精神･発達障害のある同僚を温かく見守る精神･発達障害者しごとサポーター

の養成講座を開催するなどにより精神障害に関する事業主等の理解を一層促進するとと

もに、精神・発達障害者の特性に応じた支援の充実・強化を通じて、精神障害者の雇用

拡大と定着促進を図る。精神障害者に対する就労支援に当たっては、就労支援機関が医

療機関と連携を図りつつ、「医療」から「雇用」への流れを一層促進する。また、ハロ

ーワーク等において発達障害者、難病患者等に対する専門的な支援の強化を図る。

○ 短時間労働や在宅就業、自営業など障害者が多様な働き方を選択できる環境を整備す

るとともに、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用したテレワークの一層の普及・拡大を図り、

時間や場所にとらわれない働き方を推進する。

○ 障害者優先調達推進法に基づき、障害者就労施設等の提供する物品・サービスの優先

購入（調達）を推進する。

○ 障害者の就労訓練及び雇用を目的とした福祉農園の整備を推進する（「農」と福祉の

連携プロジェクト）。

○ 農業に取り組む障害者就労施設等に対する情報提供、６次産業化支援等を通じて、農

業分野での障害者の就労支援を推進する。

（５）福祉的就労の底上げ

○ 事業所の経営力強化に向けた支援、共同受注化の推進等、就労継続支援Ｂ型事業所等

における工賃の向上に向け、官民一体となった取組を推進するなど、就労継続支援Ａ型

も含めた福祉的就労の底上げを図るとともに、その在り方を検討する。

○ 障害者優先調達推進法に基づき、障害者就労施設等の提供する物品・サービスの優先

購入（調達）を推進する。［再掲］
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＜差別の解消、権利擁護の推進及び虐待の防止＞

【基本的考え方】

社会のあらゆる場面において障害を理由とする差別の解消を進めるため、地方公共

団体、障害者団体等の様々な主体の取組との連携を図りつつ、事業者や国民一般の幅

広い理解の下、環境の整備に係る取組を含め、障害者差別の解消に向けた取組を幅広

く実施することにより、障害者差別解消法等の実効性ある施行を図る。

また、障害者虐待防止法の適正な運用を通じて障害者虐待を防止するとともに、障

害者の権利侵害の防止や被害の救済を図るため、相談・紛争解決体制の充実等に取り

組むことにより、障害者の権利擁護のための取組を着実に推進する。

（１）権利擁護の推進、虐待の防止

○ 障害者虐待防止法に関する積極的な広報・啓発活動を行うとともに、同法の適切な運

用を通じ、障害者虐待の防止及び養護者に対する相談等の支援に取り組む。

○ 障害者本人に対する意思決定支援を踏まえた自己決定を尊重する観点から、意思決定

支援ガイドラインの普及を図るとともに、成年後見制度の適切な利用の促進に向けた取

組を進める。

○ 当事者等により実施される障害者の権利擁護のための取組を支援する。

○ 障害者に対する差別及びその他の権利侵害を防止し、その被害からの救済を図るため、

相談・紛争解決等を実施する体制の充実等に取り組むとともに、その利用の促進を図る。

○ 知的障害又は精神障害（発達障害を含む。）により判断能力が不十分な者による成年

後見制度の適正な利用を促進するため、必要な経費について助成を行うとともに、後見

等の業務を適正に行うことができる人材の育成及び活用を図るための研修を行う。

○ 成年被後見人等の権利に係る制限が設けられている制度（いわゆる欠格条項）につい

ては、成年後見制度利用促進法及び成年後見制度利用促進基本計画を踏まえて、今後、

検討を加え、必要な見直しを行う。

（２）障害を理由とする差別の解消の推進

○ 障害者差別解消法並びに同法に基づく基本方針、対応要領及び対応指針に基づき、障

害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止や、障害者に対する必要かつ合理的な配慮（合

理的配慮）の提供を徹底するなど、障害を理由とする差別の解消に向けて着実に取組を

進めるとともに、事業者が適切に対応できるよう必要な対応を行う。

○ 障害者差別解消法及び同法に基づく基本方針に基づき、社会的障壁の除去の実施につ

いての合理的配慮を的確に行うため、技術進歩の動向を踏まえつつ、ハード面でのバリ

アフリー化施策、情報の取得・利用・発信におけるアクセシビリティ向上のための施策、

職員に対する研修等の環境の整備の施策を着実に進める。その際、各施策分野の特性を

踏まえつつ、当該施策分野における環境の整備に係る具体的な考え方等を指針等におい

て具体化するなど、施策の円滑な実施に配意する。

○ 地域における障害を理由とする差別の解消を推進するため、都道府県とも連携しつつ、

地方公共団体における対応要領の策定及び障害者差別解消支援地域協議会の組織の促進

に向けた取組を行う。

○ 障害者差別解消法の意義や趣旨について幅広い国民の理解を深めるため、内閣府を中
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心に、関係省庁、地方公共団体、事業者、障害者団体等の多様な主体との連携により、

同法の一層の浸透に向けた各種の広報・啓発活動を展開する。

○ 都道府県労働局及びハローワークにおいて、雇用分野における障害者に対する差別の

禁止及び合理的配慮の提供に係る相談・通報等があった場合は、必要に応じて指導等を

行うとともに、当事者からの求めに応じ、第三者による調停等の紛争解決援助を行う。

○ 障害者に対する差別及びその他の権利侵害を防止し、その被害からの救済を図るため、

相談・紛争解決等を実施する体制の充実等に取り組むとともに、その利用の促進を図る。

［再掲］

○ 心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律の対象

者の社会復帰の促進を図るため、同法対象者に対する差別の解消を進める。

※本基本計画においては、障害者に対する合理的配慮の提供や環境の整備等に関する取組につ

いては、原則として各分野において掲載している

＜行政等における配慮の充実＞

【基本的考え方】

障害者がその権利を円滑に行使できるよう、司法手続や選挙等において必要な環境

の整備や障害特性に応じた合理的配慮の提供を行う。また、行政機関の窓口等におけ

る障害者への配慮を徹底するとともに、行政情報の提供等に当たっては、ＩＣＴ等の

利活用も検討し、可能なものは積極的に導入するなど、アクセシビリティへの配慮に

努める。さらに、いわゆる欠格条項について、各制度の趣旨も踏まえ、技術の進展、

社会情勢の変化等の必要に応じた不断の見直しを行う。

（１）司法手続等における配慮等

○ 被疑者あるいは被告人となった障害者がその権利を円滑に行使することができるよう、

刑事事件における手続の運用において、障害者の意思疎通等に関して適切な配慮を行う。

あわせて、これらの手続に携わる職員に対して、障害や障害者に対する理解を深めるた

め必要な研修を実施する。

○ 知的障害等によりコミュニケーションに困難を抱える被疑者等に対する取調べの録音

・録画や心理・福祉関係者の助言等の取組を継続するとともに、更なる検討を行う。

○ 矯正施設に入所する障害者に対して、社会復帰支援のためのプログラムの提供を促進

するとともに、これらの施設の職員に対して必要な研修を実施する。

○ 矯正施設に入所する累犯障害者等の円滑な社会復帰を促進するため、地域生活定着支

援センターにおいて、保護観察所等の関係機関と連携の下、矯正施設に入所する累犯障

害者等が出所等後に必要な福祉サービスを受けるための支援を行う。

○ 弁護士、弁護士会、日本弁護士連合会、日本司法支援センター（法テラス）等の連携

の下、罪を犯した知的障害者等の社会復帰の障害となり得る法的紛争の解決等に必要な

支援を行うなど、再犯防止の観点からの社会復帰支援の充実を図る。

（２）選挙等における配慮等

○ 政見放送への手話通訳・字幕の付与、点字、音声、拡大文字又はインターネットを通

じた候補者情報の提供等、情報通信技術（ＩＣＴ）の進展等も踏まえながら、障害特性

に応じた選挙等に関する情報提供の充実に努める。
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○ 移動に困難を抱える障害者に配慮した投票所のバリアフリー化、障害者の利用に配慮

した投票設備の設置、投票所における投票環境の向上に努めるとともに、障害者が自ら

の意思に基づき円滑に投票できるよう、代理投票の適切な実施等の取組を促進する。

○ 指定病院等における不在者投票、郵便等による不在者投票の適切な実施の促進により、

選挙の公正を確保しつつ、投票所での投票が困難な障害者の投票機会の確保に努める。

（３）行政機関等における配慮及び障害者理解の促進等

○ 各行政機関等における事務・事業の実施に当たっては、障害者差別解消法に基づき、

障害者が必要とする社会的障壁の除去の実施について必要かつ合理的な配慮（合理的配

慮）を行うとともに、ソフト・ハードの両面にわたり、合理的配慮を的確に行うために

必要な環境の整備を着実に進める。

○ 行政機関の職員等に対する障害者に関する理解を促進するため、より一層の理解の促

進が必要な障害や、外見からは分かりにくい障害の特性、求められる配慮等を含めて必

要な研修を実施し、窓口等における障害者への配慮の徹底を図る。

○ 各府省における行政情報の提供等に当たっては、アクセシビリティに配慮したＩＣＴ

を始めとする新たな技術の利活用について検討を行い、利活用が可能なものについては

積極的な導入を推進するなど、アクセシビリティに配慮した情報提供に努める。

（４）国家資格に関する配慮等

○ 各種の国家資格の取得等において障害者に不利が生じないよう、試験の実施等に当た

り障害特性に応じた合理的配慮を提供するとともに、いわゆる欠格条項について、各制

度の趣旨も踏まえ、技術の進展、社会情勢の変化等の必要に応じた不断の見直しを行う。

＊障害者基本計画 関連成果目標

＜雇用・就業、経済的自立の支援＞
目標分野 把握すべき状況 指導 現状値（直近の値） 目標値

就労移行支援の利用者数 54.2万人日分 (新たな障害者福祉計画の状

総合的な就 就労支援の実施状況 （平成27年度) 況も踏まえ今後検討)

労支援 福祉施設から障害者就業 ― (新たな障害者福祉計画の状

・生活支援センターへ誘 注)今後把握予定のため、現 況も踏まえ今後検討)

導する福祉施設利用者数 時点では不掲載

(独立行政法人高齢･障害･求

就労支援に向けた体制 ジョブコーチの養成数 8613人 職者雇用支援機構も新たな中

の整備状況 (平成28年度) 期計画の状況も踏まえ今後検

討）

一般就労への年間移行者 1.4万人 (新たな障害者福祉計画の状

数 (平成27年度) 況も踏まえ今後検討)

就労支援を受けた障害 障害者就業･生活支援セン 1.9万人 2.4万人

者の就職状況 ター登録者の就職件数 (平成28年度) (平成34年度)

障害者職業能力開発校の 70.7％ 70％

修了者における就職率 (平成27年度) (平成34年度)

障害者の委託訓練修了者 47.9％ 約55％

における就職率 (平成27年度) (平成32年度）

就労定着支援事業による ― 約80％以上

支援の利用時点から1年後 注)来年度から開始される取 (平成30～32年度）

就労支援を受けた障害 の職場定着率 組のため、現時点では現状値

者の職場定着状況 注)障害者総合支援法に基 を算出不可

づく生活介護、自立訓練、

就労移行支援、就労継続

支援を利用して一般就労

した者に占める割合
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ジョブコーチによる支援 87.1％ (独立行政法人高齢･障害･求

の終了後の職場定着率 (平成28年度) 職者雇用支援機構も新たな中

期計画の状況も踏まえ今後検

討）

障害者就業･生活支援セン 71.5％ 75.0％

ター登録のうち精神障害 (平成28年度) (平成34年度）

者の就職者の職場定着率

障害者が多様な働き方 テレワーク制度等に基づ 7.7％ 平成28年度比倍増（15.4％）

を選択できる環境の整 く雇用型テレワーカーの (平成28年度) (平成32年)

備状況 割合

民間企業における障害 43.5人以上規模の企業で 47.4万人 58.5万人

雇用の促進 者雇用の状況 雇用される障害者数 (平成28年6月) (平成32年度)

注)50人以降規模の会社

公的機関における障害 障害者雇用率を達成する 2345機関(2655機関中） 全ての公的機関

者雇用の状況 公的機関の数 (平成28年度) (平成34年度)

公共職業安定所におけ 公共職業安定所における 41.4万件 53.3万人

る職業紹介の状況 就職件数(障害者) (平成24～28年度の累計) (平成30～34年度)

精神障害者に対する就 精神障害者総合雇用支援 53.1％ (独立行政法人高齢･障害･求

業支援の状況 の使用者の復職率 (平成28年度) 職者雇用支援機構も新たな中

障害特性に 期計画の状況も踏まえ今後検

応じた就労 討）

支援及び多 農業分野における障害 農福連携による障害者の 28府県 全都道府県

様な就業の 者の就労支援に向けた 就農促進プロジェクトを (平成28年度) (平成30年度)

機会の確保 取組状況 実施する都道府県の数

障害者就労施設等の受 障害者就労施設等が提供 157億円 前年度比増

注機会の確保に向けた する物品･サービスの優先 (平成27年度) (～平成34年度)

取組状況 購入(調達)の実績額

就労支援B型事業所か 就労継続支援B型事業所の 15,033円 （新たな障害者福祉計画の状

福祉的就労 ら得られる収入の状況 月額平均工賃額 (平成27年度) 況も踏まえ今後検討)

の底上げ 障害者就労施設等の受 障害者就労施設等が提供 157億円 前年度比増

注機会の確保に向けた する物品･ｻｰﾋﾞｽの優先購 (平成27年度) (～平成34年度)

取組状況 入(調達)の実績額[再掲]

＜差別の解消、権利擁護の推進及び虐待の防止＞

目標分野 把握すべき状況 指導 現状値（直近の値） 目標値

地域移行･地域生活支援事 25団体 前年度比増

業(ピアサポートの活用に （平成27年度） (～平成34年度)

権利擁護の推 ピアサポートの実施 係る事業)を実施する地方

進、虐待の防 状況 公共団体の数

止 精神障害者にも対応した ― 前年度比増

地域包括ケアシステムの 注)今年度から開始された新 (～平成34年度)

構築推進事業(ピアサポー 事業のため、現時点では現状

トの活用に係る事業)を実 値を算出不可

施する地方公共団体の数

障害を理由と 障害者差別解消法に 障害者差別解消法に基づ 中核市等※1：92.7％ 100％

する差別の解 向け行政機関職員が く対応要領を策定してい (平成29年4月) (平成34年度)

消の推進 遵守すべき服務規律 る地方公共団体の割合 その他市町村※2：61.6％ 100％

の整備状況 (平成29年4月) (平成34年度)

地域で取組を効果的 障害者差別解消法支援地 中核市等※1：68.3％ 100％

かつ円滑に行うため 域協議会を組織している (平成29年4月) (平成34年度)

のネットワークの形 地方公共団体の割合 その他市町村※2：37.8％ 70％以上

成状況 (平成29年4月) (平成34年度)

※1：中核市、特別区及び県庁所在地（政令指定都市を除く)

※2：政令指定都市及び中核市等(※1)以外の市
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＜行政等における配慮の充実＞

目標分野 把握すべき状況 指導 現状値 （直近の値） 目標値

選挙における視覚障 国政選挙において「選挙 47都道府県 47都道府県

選挙等におけ 害者への配慮の状況 のお知らせ」の点字版及 （平成28年度） （平成34年度）

る配慮等 び音声版を配布する都道

府県の数

選挙における身体障 国政選挙における投票所 期日前投票所：99.5％ 100％

害者への配慮の状況 及び期日前投票所の段差 (平成28年度) (～平成32年度)

解消等への対応状況 期日前投票所：99.8％ 100％

(平成28年度) (～平成32年度)

現場と省庁が意見交換 ～農福連携スタディツアー

障害者が担い手不足に悩む農業に取り組んで自立して暮らす「農福連携」のスタディツ

アーが7月24日に都内で行われた。厚生労働省、農林水産両省のほか、法務省や農福連携

の関係者ら十数人が参加し、現場職員と意見交換しながら見識を深めた。

視察したのは社会福祉法人東京都知的障害者育成会が指定管理者を務める世田谷区立砧

工房分場キタミ・クリーンファーム。

就労移行支援事業（定員15人）としてサラダ菜、バジル、ルッコラの水耕栽培を行って

いる。利用者の作業は種まき、定植、収穫準備、袋詰め、パネル洗いなど。夏場は約１ヵ

月で収穫でき、スーパーマーケットなどに卸している。

一行は作業工程や利用者の仕事内容などについて説明を受け、高温のハウス内で働く利

用者たちの姿を見学した。また就労移行支援事業に関する説明も受けた。

意見交換では省庁関係者から「農業に携わった障害者にどんな影響があるか」「農業の

収入額はいくらか。事業所はどう運営しているのか」などの質問があった。

キタミ・クリーンファームの木下覚・施設長は「利用者は自分でお金を稼げることで仕

事への意欲がわいている」などと説明。課題はスキルアップだという。

視察を終えた大野淳・農水省大臣官房審議官は「農福連携の現場を初めて見た。障害者

が高度な作業をしていて驚いた。一般の人にも障害者ができることを周知すべきだと感じ

た」と話した。

最近では、農福連携の対象は引きこもりの人などにも広がってきている。同行した濱田

健司・全国農福連携推進協議会長は「介護保険の地域支援事業として高齢者のリハビリテ

ーションに取り入れることもできる」と農福連携の今後の可能性に言及した。

ボッチャ甲子園開催される ～めざせ東京パラリンピック

全国の特別支援学校の生徒が競う「ボッチャ甲子園」が７月21日に都内で開かれた。

2020年の東京パラリンピックに向けて裾野を広げようと（一社）日本ボッチャ協会が開

催するもので、今回で2回目。第1回を大きく上回る36校が北は北海道から南は沖縄まで

全国19都道府県から出場し、熱い戦いが繰り広げられた。

デモンストレーションの交流試合ではリオパラリンピック銀メダリストの杉村選手、廣

瀬選手が参加し会場は大いに盛り上がった。

優勝は東京都立村山特別支援学校、準優勝は愛知県立小牧特別支援学校、3位は東京都

立鹿本学園。


